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（1）

（
１
）
県
職
員
の
超
過
勤
務
に
よ
る
過
労
自

殺
と
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
つ
い
て
。

（
２
）
県
職
員
の
２
年
間
の
勤
務
実
態
調
査

を
実
施
し
、
個
々
の
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
、
未
払
い
残
業

代
を
一
斉
支
給
す
べ
き
。

昨
年
は
、
西
松
ヶ
丘
違
法
盛
り
土
・
辻
町
イ
ン

タ
ー
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
県
職
員
の
超
過
勤
務
等
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
諸
課
題
の
解
決
に
全
力
で
邁
進
す
る

決
意
で
す
。
特
に
、
行
政
を
監
視
し
、
税
金
の
無

駄
遣
い
を
な
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質問１　県職員の超過勤務について

務
が
42
時
間
15
分
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
の
調
査
で
は
、
時
間
外

勤
務
が
約
１
０
０
時
間
あ
っ
た

と
計
算
を
し
て
お
り
、
約
58
時

間
の
乖
離
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

約
58
時
間
が
サ
ー
ビ
ス
残
業
で

あ
っ
て
、
労
働
基
準
法
に
違
反

を
い
た
し
ま
す
。

例
え
ば
、
1
月
13
日
は
打

刻
時
間
（
タ
イ
ム
カ
ー
ド
入

力
）
が
23
時
41
分
で
、
そ
の
時

の
時
間
外
勤
務
が
4
時
間
45
分

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
際

の
時
間
外
勤
務
は
6
時
間
43
分

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

1
月
26
日
は
22
時
36
分
、
1
月

27
日
は
23
時
39
分
ま
で
働
い
て

い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
時
間

外
勤
務
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
産
業
医
は
、
西
田
さ

ん
の
疲
労
蓄
積
度
が
非
常
に
高

く
、
こ
れ
以
上
、
長
時
間
の
時

間
外
労
働
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

職
場
に
お
け
る
対
策
と
配
慮
が

必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。任

命
権
者
の
知
事
は
、
産
業

医
の
指
摘
を
受
け
た
翌
月
も
、

西
田
さ
ん
の
過
重
労
働
が
改
善

で
き
ず
、
適
切
な
労
務
管
理
が

行
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
安
全

超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
、
西

田
さ
ん
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、

関西テレビ報道ランナーが12月県議会の一般質問を放映
＜西田さんの過労自殺を知事に追及＞
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配
慮
義
務
違
反
で
あ
り
ま
す
。

知
事
答
弁

時
間
外
勤
務
と
い
う
意
味

は
、
職
員
自
ら
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
な
く
、
管
理
監
督
者
が
、

真
に
時
間
外
勤
務
が
必
要
な
職

員
に
対
し
て
、
適
切
に
命
ず
る

こ
と
が
基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

命
じ
た
時
間
外
勤
務
に
対
し

て
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
な

い
と
い
う
よ
う
な
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
な
い
と
認
識
し
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
に
つ
い
て

は
、
当
時
の
所
属
長
は
、
早
く

帰
る
よ
う
に
声
か
け
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
産
業
医
の
報
告

月
に
実
質
80
時
間
や
時
間
を
超

え
る
残
業
が
当
た
り
前
に
な
っ

書
を
契
機
に
し
て
、
一

層
声
を
か
け
る
よ
う
に

し
た
と
聞
き
ま
す
。

人
事
課
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
、
因
果
関
係

に
つ
い
て
、
自
死
の
原

因
が
公
務
と
特
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
な
い
こ

と
か
ら
、
安
全
配
慮
義

務
違
反
が
あ
っ
た
と
言

え
な
い
と
考
え
ま
す
。

再
質
問サ

ー
ビ
ス
残
業
に

つ
い
て
の
知
事
の
答
弁

が
全
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
1
月
27
日
で
す
と
、
23
時

39
分
ま
で
県
庁
に
い
る
と
、
自

宅
に
着
く
の
は
0
時
39
分
（
通

勤
1
時
間
）。

実
際
は
、
こ
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
訳
で
、
周
り
に
は
仕
事
が
辛

い
と
嘆
い
て
お
り
、
自
発
的
に

残
っ
て
い
た
訳
で
な
い
。

知
事
答
弁

在
庁
さ
れ
た
時
間
は
大
変
長

い
。
在
庁
時
間
が
全
て
命
ぜ
ら

れ
た
残
業
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

今
と
な
っ
て
は
確
認
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

て
お
り
、
二
度
と
、
こ
の
よ
う

な
痛
ま
し
い
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
一
刻
も
早
く
、
県

職
員
の
超
過
勤
務
の
実
態
を
把

握
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
真
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
確
立
の
た
め
に
、

奈
良
県
庁
の
様
子（
平
成
27
年
５

月
午
後
９
時
40
分
頃
）

西田さんの2017年1月分出勤簿（抜粋）
勤務日数：19日　時間外：42時間15分

日付 曜日 正規の勤務時間 打刻時間 時間外勤務時間
12 木 8：35～17：15 8：14～22：35 4時間45分
13 金 8：35～17：15 8：13～23：41 4時間45分
14 土
15 日 9：07～17：02 6時間
24 火 8：35～17：15 8：11～19：42
25 水 8：35～17：15 8：10～打刻なし
26 木 8：35～17：15 8：13～22：36
27 金 8：35～17：15 7：45～23：39

職
員
定
数
や
業
務
慮
の
見
直
し

の
検
討
が
必
要
で
す
。

知
事
答
弁

未
払
い
残
業
代
は
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
改
め
て
、
過
去

の
勤
務
実
態
調
査
を
行
う
必
要

が
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
5
月
に
亡
く
な
っ

た
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
砂
防

災
害
対
策
課
の
西
田
さ
ん
の
1

月
の
出
勤
簿
で
は
、
時
間
外
勤

奈良県公式ホームページ

→議会→議会インターネット中継→
議会中継を見る→29年12月定例会

12月定例会
12月11日代表質問

（質問の様子は、動画で配信中）

ネ ッ ト で

謹
ん
で

新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す

県職員
過労自殺 勤務実態の調査を
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市民の要求の実現へ
全力で取り組みます

（
１
）人
災
で
は
な
い
か
？

平
成
29
年
台
風
21
号
に
よ
り

違
法
盛
り
土
が
崩
壊
し
、
生
駒

市
管
理
の
薬
師
堂
川
に
土
砂
が

堆
積
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

般
、
盛
り
土
の
擁
壁
に
当
た
る

石
の
蛇
籠
（
じ
ゃ
か
ご
）
が
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

私
が
違
法
盛
り
土
の
崩
壊
を

奈
良
大
立
山
ま
つ
り
は
、
平

成
28
年
に
最
も
観
光
客
が
少
な

く
な
る
冬
季
の
宿
泊
観
光
客
の

増
加
を
図
る
た
め
に
、
大
規
模

　違法盛り土崩壊　
青いビニールシートのところ（約半分）

質
問
３

奈
良
大
立
山
ま
つ
り
に
つ
い
て

会
場
の
平
城
宮
跡
視
察
（
昨
年
１
月
27
日
午

後
）。
昼
の
来
場
者
は
、
ま
ば
ら
。

指
摘
し
た
の
が
平
成
28
年
４
月
、

知
事
に
質
問
（
県
議
会
で
下
の

画
像
の
部
分
の
擁
壁
「
蛇
籠
」

が
崩
壊
す
る
と
指
摘
）
を
し
た

の
が
平
成
28
年
6
月
で
、
台
風

が
き
た
の
は
平
成
29
年
10
月
で

ご
ざ
い
ま
す
。
か
れ
こ
れ
1
年

半
た
っ
て
い
る
わ
け
で
、
も
っ

と
、
早
く
、
知
事
が
行
政
代
執

な
イ
ベ
ン
ト
を
平
城
宮
跡
で
開

催
し
た
も
の
で
す
（
知
事
の
肝

い
り
）。

私
は
、
奈
良
大
立
山
ま
つ
り

の
委
託
業
者
の
選

定
に
当
た
り
、
談

合
の
疑
惑
が
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、

来
場
者
数
が
半
減

し
て
お
り
、
多
額

の
費
用
を
か
け
て

い
る
の
に
、
費
用

対
効
果
の
面
で
課

題
が
出
て
い
ま
す
。

本
年
の
日
程

は
、
若
草
山
の
山

焼
き
と
同
じ
日
で

す
。
若
草
山
の
山

焼
き
は
、
毎
年
多

質
問
２

西
松
が
丘
住
宅
地
に
お
け
る

違
法
盛
り
土
に
つ
い
て

行
を
決
意
し
て
い
れ
ば
、
違
法

盛
り
土
が
崩
壊
し
て
い
な
か
っ

た
可
能
性
が
高
と
考
え
ま
す
。

知
事
答
弁

平
成
28
年
4
月
に
県
が
現
地

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や

地
盤
伸
縮
計
に
よ
る
地
盤
変
動

状
況
を
分
析
し
対
策
工
法
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
行
政
代
執
行
で
実

施
す
る
に
至
る
ま
で
の
法
的
な

根
拠
の
確
認
が
必
要
で
し
た
。

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
伝
統

行
事
で
す
。
若
草
山
の
山
焼
き

と
大
立
山
ま
つ
り
の
開
催
の
日

を
同
一
日
に
す
る
の
は
、
大
立

山
ま
つ
り
だ
け
で
は
観
光
客
を

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
来
場
者

を
増
や
す
た
め
の
数
合
わ
せ
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
い
っ
た
ん
中
断
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

知
事
答
弁

ど
の
よ
う
な
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
定
番
化
し
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
工
夫
や
改
善
を
し
な

が
ら
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
若
草
山
の
山
焼
き
と
同
じ

日
に
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て

で
す
が
、
大
立
山
ま
つ
り
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

奈
良
で
の
周
遊
・
滞
在
の
時
間

が
延
び
る
と
い
う
相
乗
効
果
を

狙
っ
た
も
の
で
す
。

＊
そ
の
後
、
県

が
行
政
代
執
行

の
為
に
、
事
業

費
２
億
円
を
計

上（
２
）違
法
盛

り
土
を
行
っ

た
違
反
行
為

者
に
、
ど
の

よ
う
に
行
政
代
執
行
の
費

用
請
求
を
働
き
か
け
て
い

る
の
か
。

知
事
答
弁

行
政
代
執
行
に
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
は
、
実
際
に
要
し
た

費
用
の
額
及
び
納
期
を
定
め
、

違
反
行
為
者
に
対
し
対
し
て
納

付
を
命
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合

に
は
、「
督
促
手
続
」
を
行
い
、

拒
否
す
る
場
合
に
は
、
財
産
の

差
押
等
の
費
用
の
充
当
を
行
う
。

奈良県議会 12月定例会報告

画
像
に
あ
る
擁
壁
が
全
て
な
く
な
り
ま
し
た（
蛇

籠
）。県
議
会
で
蛇
籠
の
崩
壊
を
指
摘
。

1日 関西テレビの取材（県職員の超過勤務と自
殺）

3日 生駒市西松ヶ丘違法盛り土を視察
 　近隣の住民の要望を聞き取り
 　12月県議会で質問のため
4日 関西広域連合議会
6日～8日 文教くらし委員会の県外視察（熊本教育セン

ター、福岡県立スポーツ科学情報センターな
ど）

9日 関西テレビの2回目の取材を受ける
 （県職員の超過勤務と自殺について）
 　11月16日関西テレビ報道ランナーが特集

　で放映しました
12日 あすか野防災訓練　出席
15日 大立山まつり損害賠償の裁判
 　原告団（阪口）と弁護士の打合せ
16日 関西広域連合定例議会
17日 奈良県の木材活用促進の事で、相談者と面

談
19日 あすか野文化祭　出席
20日～21日 脱原発を目指す奈良県議員連盟7人が青森

県六ケ所村を視察
27日 県職員西田さんの過労自殺の公務災害申請

についてご遺族、弁護士、阪口で打ち合わせ
28日 ［午前］国民文化祭ロゴマークの損害賠償請

求の裁判（原告代表）
 ［午後］産業基盤強化推進特別委員会
３０日 市民団体と創生奈良会派の意見交流会

1日 12月本会議開会
6日 県議会
7日 県議会
8日 ［午前］大和郡山の西田さんのご遺族を訪問
 　11日の一般質問の為、ご遺族と打合せ
 ［午後］県議会
11日 県議会　阪口が一般質質問（2日後過労自殺

の公務災害申請）
12日 文教くらし委員会
13日 西田さんの過労自殺について公務災害申請
 　記者会見　ご遺族、弁護士、阪口が出席
15日 本会議　閉会
 　議第96号 議員報酬額の引き上げに係る

　議案に反対
20日 生駒市地域猫連絡会
21日 関西広域連合議会全員協議会（大阪府立国

際会議場に於いて）
27日 県庁：動物愛護活動家との面談
28日 学研北生駒駅ロータリーの視察
29日 奈良県スモン病患者を支援する会の活動

阪口保の活動記録

11月

12月


